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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社の１事業所において、平成20年６月から平成22年３月までの間に不適切な会計処理を確認いたしました。そ

の内容は賃貸契約に基づき納入した商品を販売契約に変更して、売上を架空に計上したものであります。なお、本

件に係る調査は全店を対象とし、当該１事業所以外には一切不適切な処理がないことを確認しております。

このことにより、平成21年11月13日に提出いたしました第62期第２四半期（自　平成21年７月１日　至　平成21年

９月30日）四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事象が生じましたので、これを訂正するため四半期報告

書の訂正報告書を提出するものであります。

なお、第62期第２四半期（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）の訂正後の四半期連結財務諸表につい

ては、有限責任監査法人トーマツにより再度四半期レビューを受けており、その四半期レビュー報告書を添付して

おります。

また、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所につきましてはXBRLの修正を行いましたので、併せて修

正後のXBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第１　企業の概況

　　１　主要な経営指標等の推移

　第２　事業の状況

　　１　生産、受注及び販売の状況

　　　(3) 販売実績

　　４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　(1) 業績の状況

　　　(2) 財政状態の分析

　　　(3) キャッシュ・フローの状況

　第５　経理の状況

　　　2 監査証明について

　　１　四半期連結財務諸表

　　　(1) 四半期連結貸借対照表

　　　(2) 四半期連結損益計算書

　　　　　第２四半期連結累計期間

　　　　　第２四半期連結会計期間

　　　(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　　　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更

　　　注記事項

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　（１株当たり情報）

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

（訂正前）

回次
第61期

前第２四半期
連結累計期間

第62期
当第２四半期
連結累計期間

第61期
前第２四半期
連結会計期間

第62期
当第２四半期
連結会計期間

第61期

会計期間

自　平成20年
    ４月１日
至　平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自 平成20年
　 ４月１日
至 平成21年
   ３月31日

売上高 (百万円) 15,285 12,384 8,533 6,064 32,102

経常利益 (百万円) 597 263 426 200 1,679

四半期(当期)純利益 (百万円) 308 74 211 44 897

純資産額 (百万円) ― ― 23,401 23,64723,871

総資産額 (百万円) ― ― 42,111 38,66743,061

１株当たり純資産額 (円) ― ― 635.80 648.50654.62

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 8.37 2.04 5.75 1.23 24.46

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 55.6 61.2 55.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △38 623 ― ― 10

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 303 △165 ― ― 72

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △425 △359 ― ― △552

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 2,963 2,751 2,653

従業員数 (名) ― ― 445 443 435

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、上記いずれの連結累計(会計)期間におきましても潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

４　従業員数は就業人員数を記載しております。
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（訂正後）

回次
第61期

前第２四半期
連結累計期間

第62期
当第２四半期
連結累計期間

第61期
前第２四半期
連結会計期間

第62期
当第２四半期
連結会計期間

第61期

会計期間

自　平成20年
    ４月１日
至　平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自 平成20年
　 ４月１日
至 平成21年
   ３月31日

売上高 (百万円) 15,285 12,170 8,533 5,884 32,102

経常利益 (百万円) 597 92 426 61 1,679

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) 308 △69 211 △37 897

純資産額 (百万円) ― ― 23,401 23,50323,871

総資産額 (百万円) ― ― 42,111 38,44343,061

１株当たり純資産額 (円) ― ― 635.80 644.55654.62

１株当たり四半期
(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(円) 8.37 △1.91 5.75 △1.04 24.46

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 55.6 61.1 55.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △38 623 ― ― 10

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 303 △165 ― ― 72

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △425 △359 ― ― △552

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 2,963 2,751 2,653

従業員数 (名) ― ― 445 443 435

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、上記いずれの連結累計(会計)期間におきましても潜

在株式が存在しないため記載しておりません。また、第62期第２四半期連結累計(会計)期間は四半期純損失が計上さ

れているため記載しておりません。

４　従業員数は就業人員数を記載しております。
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第２ 【事業の状況】
１ 【生産、受注及び販売の状況】

 (3) 販売実績

営業部門は取扱商品別に分かれておりません。当第２四半期連結会計期間における売上形態区分別内訳は次

のとおりであります。 

 

（訂正前）

区分 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

販売 2,672 △40.6

賃貸 759 △4.0

工事 1,506 △23.3

加工受託 577 7.6

運送受託 548 △26.2

合計 6,064 △28.9

(注) １　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。 

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

鹿島建設株式会社 1,912 22.4 632 10.4

 
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

（訂正後）

区分 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

販売 2,490 △44.6

賃貸 761 △3.7

工事 1,506 △23.3

加工受託 577 7.6

運送受託 548 △26.2

合計 5,884 △31.0

(注) １　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。 

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

鹿島建設株式会社 1,912 22.4 606 10.3

 
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

 

(1) 業績の状況

 

 

（訂正前）

当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、一部で政府の景気刺激策の効果が見られたものの、失業率が過去

最高水準を示し、雇用情勢は深刻さを増しており、依然として厳しい状況が続きました。

　当社グループが属する建設業界におきましては、公共投資は補正予算の一部執行遅れもあり、依然として低水

準で推移しており、加えて民間工事は住宅需要の低迷及び設備投資意欲の大幅な減退傾向に歯止めがかからず、

経営環境は一段と厳しいものとなりました。 

　このような環境の下、当社グループは賃貸価格、運送価格などの改善及び受注の確保に注力いたしました。ま

た、工事及び加工においては、質と生産性の向上に取り組んでまいりました。

　しかしながら、市場の縮小により工事案件は激減し、重仮設材の需要も低水準に推移しました。加えて価格改善

も競争の激化により進まず、当第２四半期連結会計期間の連結売上高は60億64百万円（前年同四半期比28.9％

減）、連結営業利益は１億67百万円（前年同四半期比58.0％減）、連結経常利益は２億円（前年同四半期比

53.0％減）となり、連結四半期純利益は適格退職年金制度から確定給付企業年金制度及び確定拠出企業型年金

制度への移行時の終了損１億78百万円を特別損失に計上しましたことから、44百万円（前年同四半期比78.9％

減）となりました。

 

 

（訂正後）

当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、一部で政府の景気刺激策の効果が見られたものの、失業率が過去

最高水準を示し、雇用情勢は深刻さを増しており、依然として厳しい状況が続きました。

　当社グループが属する建設業界におきましては、公共投資は補正予算の一部執行遅れもあり、依然として低水

準で推移しており、加えて民間工事は住宅需要の低迷及び設備投資意欲の大幅な減退傾向に歯止めがかからず、

経営環境は一段と厳しいものとなりました。 

　このような環境の下、当社グループは賃貸価格、運送価格などの改善及び受注の確保に注力いたしました。ま

た、工事及び加工においては、質と生産性の向上に取り組んでまいりました。

　しかしながら、市場の縮小により工事案件は激減し、重仮設材の需要も低水準に推移しました。加えて価格改善

も競争の激化により進まず、当第２四半期連結会計期間の連結売上高は58億84百万円（前年同四半期比31.0％

減）、連結営業利益は28百万円（前年同四半期比92.9％減）、連結経常利益は61百万円（前年同四半期比85.6％

減）となり、適格退職年金制度から確定給付企業年金制度及び確定拠出企業型年金制度への移行時の終了損１

億78百万円を特別損失に計上しました結果、連結四半期純損失37百万円（前年同四半期は連結四半期純利益２

億11百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

 

 

（訂正前）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は386億67百万円となり、前連結会計年度末と比較して43億93百万円の減

少となりました。その主な要因は、売上の減少に伴い受取手形及び売掛金が29億49百万円減少、加えて未成工事支

出金が７億50百万円減少したことによるものであります。 

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は150億20百万円となり、前連結会計年度末と比較して41億69百万円の

減少となりました。その主な要因は、売上の減少に伴い仕入を抑えたことにより支払手形及び買掛金が30億35百万

円減少、加えて未払法人税等が５億89百万円減少したことによるものであります。 

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は236億47百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億24百万円

の減少となりました。その主な要因は、利益剰余金が２億17百万円減少したことによるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ5.8ポイント上昇した61.2％となりました。 

 

 

（訂正後）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は384億43百万円となり、前連結会計年度末と比較して46億18百万円の減

少となりました。その主な要因は、売上の減少に伴い受取手形及び売掛金が31億88百万円減少、加えて未成工事支

出金が７億50百万円減少したことによるものであります。 

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は149億40百万円となり、前連結会計年度末と比較して42億49百万円の

減少となりました。その主な要因は、売上の減少に伴い仕入を抑えたことにより支払手形及び買掛金が30億78百万

円減少、加えて未払法人税等が５億96百万円減少したことによるものであります。 

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は235億３百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億68百万円

の減少となりました。その主な要因は、利益剰余金が３億61百万円減少したことによるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ5.7ポイント上昇した61.1％となりました。 
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(3) キャッシュ・フローの状況

 

 

（訂正前）

当第２四半期連結会計期間における区分毎のキャッシュ・フローは、以下のとおりであります。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は８億13百万円の収入（前年同四半期は４億23百万円の収入）とな

りました。主な増加項目は売上債権の減少額12億21百万円、たな卸資産の減少額６億10百万円であり、主な減少

項目は仕入債務の減少額９億87百万円であります。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は87百万円の支出（前年同四半期は２億44百万円の支出）となりま

した。主な減少項目は有形及び無形固定資産の取得による支出１億７百万円であります。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は１億28百万円の支出（前年同四半期は１億56百万円の支出）とな

りました。主な減少項目は配当金の支払額94百万円であります。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第１四半期会計期間末に比

べ５億97百万円増加し、27億51百万円（前年同四半期は29億63百万円）となりました。

 

 

（訂正後）

当第２四半期連結会計期間における区分毎のキャッシュ・フローは、以下のとおりであります。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は８億13百万円の収入（前年同四半期は４億23百万円の収入）とな

りました。主な増加項目は売上債権の減少額14億18百万円、たな卸資産の減少額６億15百万円であり、主な減少

項目は仕入債務の減少額10億25百万円であります。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は87百万円の支出（前年同四半期は２億44百万円の支出）となりま

した。主な減少項目は有形及び無形固定資産の取得による支出１億７百万円であります。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は１億28百万円の支出（前年同四半期は１億56百万円の支出）とな

りました。主な減少項目は配当金の支払額94百万円であります。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第１四半期会計期間末に比

べ５億97百万円増加し、27億51百万円（前年同四半期は29億63百万円）となりました。
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第５ 【経理の状況】
 

 

２　監査証明について

 

 

（訂正前）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る四

半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四

半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任

監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１

日をもって有限責任監査法人トーマツに名称を変更しております。

 

 

（訂正後）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る四

半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四

半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任

監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しております

が、訂正後の四半期連結財務諸表について有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、四半期レ

ビュー報告書を受領しております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月

１日をもって有限責任監査法人トーマツに名称を変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（訂正前）
（単位：百万円）

    当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,751 2,653

  受取手形及び売掛金 10,464 13,414

  商品 196 206

  建設資材 14,520 15,023

  未成工事支出金 ※２ 938 1,689

  貯蔵品 48 52

  その他 365 566

  貸倒引当金 △277 △378

  流動資産合計 29,009 33,227

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 4,683 4,683

   その他（純額） ※１ 2,202 ※１ 2,388

   有形固定資産合計 6,886 7,072

  無形固定資産 44 24

  投資その他の資産   

   その他 2,929 2,973

   貸倒引当金 △203 △237

   投資その他の資産合計 2,726 2,736

  固定資産合計 9,658 9,834

 資産合計 38,667 43,061

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,615 10,651

  短期借入金 5,180 5,180

  1年内返済予定の長期借入金 68 137

  未払法人税等 36 625

  引当金 ※２ 189 433

  その他 1,499 1,898

  流動負債合計 14,588 18,925

 固定負債   

  引当金 196 19

  その他 235 245

  固定負債合計 431 264

 負債合計 15,020 19,189
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（単位：百万円）

   当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,626 3,626

  資本剰余金 5,205 5,205

  利益剰余金 15,593 15,810

  自己株式 △792 △792

  株主資本合計 23,632 23,850

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 14 21

  評価・換算差額等合計 14 21

 純資産合計 23,647 23,871

負債純資産合計 38,667 43,061
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（訂正後）
（単位：百万円）

    当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,751 2,653

  受取手形及び売掛金 10,225 13,414

  商品 196 206

  建設資材 14,441 15,023

  未成工事支出金 ※２ 938 1,689

  貯蔵品 48 52

  その他 458 566

  貸倒引当金 △277 △378

  流動資産合計 28,785 33,227

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 4,683 4,683

   その他（純額） ※１ 2,202 ※１ 2,388

   有形固定資産合計 6,886 7,072

  無形固定資産 44 24

  投資その他の資産   

   その他 2,929 2,973

   貸倒引当金 △203 △237

   投資その他の資産合計 2,726 2,736

  固定資産合計 9,658 9,834

 資産合計 38,443 43,061

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,572 10,651

  短期借入金 5,180 5,180

  1年内返済予定の長期借入金 68 137

  未払法人税等 29 625

  引当金 ※２ 189 433

  その他 1,468 1,898

  流動負債合計 14,508 18,925

 固定負債   

  引当金 196 19

  その他 235 245

  固定負債合計 431 264

 負債合計 14,940 19,189

 

EDINET提出書類

丸藤シートパイル株式会社(E02616)

訂正四半期報告書

12/23



（単位：百万円）

   当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,626 3,626

  資本剰余金 5,205 5,205

  利益剰余金 15,449 15,810

  自己株式 △792 △792

  株主資本合計 23,488 23,850

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 14 21

  評価・換算差額等合計 14 21

 純資産合計 23,503 23,871

負債純資産合計 38,443 43,061
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(2) 【四半期連結損益計算書】

 【第２四半期連結累計期間】 

（訂正前）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

  

前第２四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年９月30日)

売上高 15,285 12,384

売上原価 12,065 9,962

売上総利益 3,219 2,421

販売費及び一般管理費   

 報酬及び給料手当 915 925

 貸倒引当金繰入額 284 －

 賞与引当金繰入額 274 130

 役員賞与引当金繰入額 8 4

 退職給付費用 99 133

 その他 1,119 1,020

 販売費及び一般管理費合計 2,700 2,213

営業利益 519 207

営業外収益   

 受取利息 5 1

 受取配当金 29 4

 受取地代家賃 66 65

 その他 33 30

 営業外収益合計 134 101

営業外費用   

 支払利息 42 33

 その他 13 12

 営業外費用合計 56 46

経常利益 597 263

特別利益   

 固定資産売却益 9 11

 貸倒引当金戻入額 － 116

 投資有価証券売却益 5 －

 その他 0 －

 特別利益合計 15 128

特別損失   

 固定資産売却損 11 3

 投資有価証券評価損 － 30

 退職給付制度終了損 － 178

 会員権貸倒引当金繰入額 25 6

 その他 4 1

 特別損失合計 41 219

税金等調整前四半期純利益 571 172

法人税、住民税及び事業税 364 21

法人税等調整額 △101 76

法人税等合計 262 97

四半期純利益 308 74
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（訂正後）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

  

前第２四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年９月30日)

売上高 15,285 12,170

売上原価 12,065 9,920

売上総利益 3,219 2,249

販売費及び一般管理費   

 報酬及び給料手当 915 925

 貸倒引当金繰入額 284 －

 賞与引当金繰入額 274 130

 役員賞与引当金繰入額 8 4

 退職給付費用 99 133

 その他 1,119 1,019

 販売費及び一般管理費合計 2,700 2,212

営業利益 519 37

営業外収益   

 受取利息 5 1

 受取配当金 29 4

 受取地代家賃 66 65

 その他 33 30

 営業外収益合計 134 101

営業外費用   

 支払利息 42 33

 その他 13 12

 営業外費用合計 56 46

経常利益 597 92

特別利益   

 固定資産売却益 9 11

 貸倒引当金戻入額 － 116

 投資有価証券売却益 5 －

 その他 0 －

 特別利益合計 15 128

特別損失   

 前期損益修正損 － ※１ 71

 固定資産売却損 11 3

 投資有価証券評価損 － 30

 退職給付制度終了損 － 178

 会員権貸倒引当金繰入額 25 6

 その他 4 1

 特別損失合計 41 291

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
571 △70

法人税、住民税及び事業税 364 15

法人税等調整額 △101 △16

法人税等合計 262 △0

四半期純利益又は四半期純損失（△） 308 △69
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【第２四半期連結会計期間】 

（訂正前）
（単位：百万円）

  

前第２四半期連結会計期間

(自 平成20年７月１日

　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自 平成21年７月１日

　至 平成21年９月30日)

売上高 8,533 6,064

売上原価 6,623 4,856

売上総利益 1,909 1,207

販売費及び一般管理費   

 報酬及び給料手当 450 460

 貸倒引当金繰入額 289 －

 賞与引当金繰入額 156 17

 役員賞与引当金繰入額 2 0

 退職給付費用 49 66

 その他 561 494

 販売費及び一般管理費合計 1,510 1,040

営業利益 398 167

営業外収益   

 受取利息 3 0

 受取配当金 5 4

 受取地代家賃 33 32

 その他 13 17

 営業外収益合計 55 55

営業外費用   

 支払利息 21 16

 その他 6 6

 営業外費用合計 27 22

経常利益 426 200

特別利益   

 固定資産売却益 2 10

 貸倒引当金戻入額 － 73

 その他 0 －

 特別利益合計 2 84

特別損失   

 固定資産売却損 4 1

 退職給付制度終了損 － 178

 会員権貸倒引当金繰入額 25 6

 その他 4 0

 特別損失合計 35 187

税金等調整前四半期純利益 394 97

法人税、住民税及び事業税 357 13

法人税等調整額 △174 39

法人税等合計 182 52

四半期純利益 211 44
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（訂正後）
（単位：百万円）

  

前第２四半期連結会計期間

(自 平成20年７月１日

　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自 平成21年７月１日

　至 平成21年９月30日)

売上高 8,533 5,884

売上原価 6,623 4,817

売上総利益 1,909 1,067

販売費及び一般管理費   

 報酬及び給料手当 450 460

 貸倒引当金繰入額 289 －

 賞与引当金繰入額 156 17

 役員賞与引当金繰入額 2 0

 退職給付費用 49 66

 その他 561 494

 販売費及び一般管理費合計 1,510 1,039

営業利益 398 28

営業外収益   

 受取利息 3 0

 受取配当金 5 4

 受取地代家賃 33 32

 その他 13 17

 営業外収益合計 55 55

営業外費用   

 支払利息 21 16

 その他 6 6

 営業外費用合計 27 22

経常利益 426 61

特別利益   

 固定資産売却益 2 10

 貸倒引当金戻入額 － 73

 その他 0 －

 特別利益合計 2 84

特別損失   

 固定資産売却損 4 1

 退職給付制度終了損 － 178

 会員権貸倒引当金繰入額 25 6

 その他 4 0

 特別損失合計 35 187

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
394 △41

法人税、住民税及び事業税 357 7

法人税等調整額 △174 △11

法人税等合計 182 △3

四半期純利益又は四半期純損失（△） 211 △37

 

EDINET提出書類

丸藤シートパイル株式会社(E02616)

訂正四半期報告書

17/23



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

 
（訂正前）

（単位：百万円）

  

前第２四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 571 172

 減価償却費 231 220

 引当金の増減額（△は減少） 287 △202

 有形固定資産売却損益（△は益） 2 △7

 投資有価証券売却損益（△は益） △5 －

 投資有価証券評価損益（△は益） 3 30

 受取利息及び受取配当金 △35 △5

 支払利息 42 33

 売上債権の増減額（△は増加） 683 2,949

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,045 1,259

 仕入債務の増減額（△は減少） △243 △3,035

 その他 6 △165

 小計 499 1,247

 利息及び配当金の受取額 37 10

 利息の支払額 △42 △30

 法人税等の支払額 △533 △604

 営業活動によるキャッシュ・フロー △38 623

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △285 △173

 有形固定資産の売却による収入 50 14

 投資有価証券の売却及び償還による収入 514 －

 その他 24 △6

 投資活動によるキャッシュ・フロー 303 △165

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △68 △68

 自己株式の取得による支出 △60 △0

 配当金の支払額 △296 △290

 財務活動によるキャッシュ・フロー △425 △359

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △160 98

現金及び現金同等物の期首残高 3,123 2,653

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,963 2,751
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（訂正後）
（単位：百万円）

  

前第２四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
571 △70

 減価償却費 231 220

 引当金の増減額（△は減少） 287 △202

 有形固定資産売却損益（△は益） 2 △7

 投資有価証券売却損益（△は益） △5 －

 投資有価証券評価損益（△は益） 3 30

 受取利息及び受取配当金 △35 △5

 支払利息 42 33

 売上債権の増減額（△は増加） 683 3,188

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,045 1,338

 仕入債務の増減額（△は減少） △243 △3,078

 その他 6 △198

 小計 499 1,247

 利息及び配当金の受取額 37 10

 利息の支払額 △42 △30

 法人税等の支払額 △533 △604

 営業活動によるキャッシュ・フロー △38 623

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △285 △173

 有形固定資産の売却による収入 50 14

 投資有価証券の売却及び償還による収入 514 －

 その他 24 △6

 投資活動によるキャッシュ・フロー 303 △165

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △68 △68

 自己株式の取得による支出 △60 △0

 配当金の支払額 △296 △290

 財務活動によるキャッシュ・フロー △425 △359

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △160 98

現金及び現金同等物の期首残高 3,123 2,653

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,963 2,751
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

（訂正前）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

1　会計処理基準に関する事項の変更
(1)完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する

会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に

着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事に

ついては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用

しております。 

　これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高が666百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益は、それぞれ22百万円増加しております。

 

（訂正後）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

1　会計処理基準に関する事項の変更
(1)完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する

会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に

着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事に

ついては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用

しております。 

　これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高が666百万円増加し、営業利益、経常利益はそれぞれ22百万円増

加しており、税金等調整前四半期純損失は22百万円減少しております。

 

 

 

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

 

（訂正前）

　記載なし

 

（訂正後）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

－ ※１　前期に発生した不適切な会計処理による売上の過

大計上の修正分を「前期損益修正損」で計上して

おります。その内訳は次のとおりであります。

過年度売上高　 87百万円

過年度売上原価 △15百万円

計 71百万円
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(１株当たり情報)

 

（訂正前）

 

１  １株当たり純資産額

 
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 648円50銭 １株当たり純資産額 654円62銭

 

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 ８円37銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

１株当たり四半期純利益 ２円４銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 308 74

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 308 74

普通株式の期中平均株式数(千株) 36,885 36,465

 

第２四半期連結会計期間

 
前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 ５円75銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

１株当たり四半期純利益 １円23銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 211 44

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 211 44

普通株式の期中平均株式数(千株) 36,842 36,465
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（訂正後）

 

１  １株当たり純資産額

 
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 644円55銭 １株当たり純資産額 654円62銭

 

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 ８円37銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

１株当たり四半期純損失（△） △１円91銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　また、当第２四半期連結累計期間は四半期純損失が計上されているため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）(百万円)

308 △69

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(百万円)

308 △69

普通株式の期中平均株式数(千株) 36,885 36,465

 

第２四半期連結会計期間

 
前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 ５円75銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

１株当たり四半期純損失（△） △１円４銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　また、当第２四半期連結会計期間は四半期純損失が計上されているため記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）(百万円)

211 △37

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(百万円)

211 △37

普通株式の期中平均株式数(千株) 36,842 36,465
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成22年５月13日

丸藤シートパイル株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

指定有限責任社員
 公認会計士　　高　　橋　　　 勝 　　　印

業務執行社員

 

指定有限責任社員
 公認会計士　　髙　　橋　　正　　伸　　印

業務執行社員

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸藤シート

パイル株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成21

年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸藤シートパイル株式会社及び連結子会社の平成21年９月

30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並び

に第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

追記情報

　「第５ 経理の状況　２ 監査証明について」に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４

項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四半期

レビューを行った。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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